
灰野敬二とDaniel Blumbergによるコラボレーションが、本公演で世界初披露される。
灰野は 50年以上にわたり類稀なる活動を重ねてきた日本を代表する前衛音楽家であり、

2026年ヴェネツィア国際現代音楽祭にて生涯功労金獅子賞の受賞が決定している。
Blumbergは映画音楽でも高く評価されており、A24配給の「The Brutalist」でアカデミー賞を受賞。

Keij i  Haino & Daniel  Blumberg

Arkbroは、リードオルガンやパイプオルガンを用いた作品で高く評価される作曲家。
本公演では、リードオルガンと篳篥のための新作を世界初演する。
倍音と共鳴を基盤に、精緻な音程と響きの融合を探る本作は、

リードオルガンをArkbro、篳篥を雅楽演奏グループ「伶楽舎」の中村仁美ら4名が演奏する。

Ellen Arkbro & Reigakusha Gagaku Ensemble

［開催日時］ 2026年6月29日（月） Doors 18:15 /  Star t 19:00
［会場］ 草月ホール（東京都港区赤坂7-2-21）
［チケット料金］ スタンディング ¥8,000（税込・ドリンクチャージ別）  ［プレイガイド］ イープラス /  Z AIKO
［出演者］ Keiji  Haino & Daniel Blumberg / Ellen Arkbro & Reigakusha Gagaku Ensemble
［協力］ゲーテ・インスティトゥート東京   ［助成］ アーツカウンシル東京  （芸術文化魅力創出助成）


